
精神神経医学 
 

１ 構 成 員 
      平成 24 年 3 月 31 日現在 
 教授 1 人 
 准教授 1 人 
 講師（うち病院籍） 1 人   （1 人） 
 助教（うち病院籍） 5 人   （3 人） 
 助手（うち病院籍） 0 人   （0 人） 

特任教員（特任教授、特任准教授、特任助教を含む） 0 人 
 医員 2 人 
 研修医 2 人 
 特任研究員 6 人 
 大学院学生（うち他講座から） 4 人   （0 人） 
 研究生 0 人 
 外国人客員研究員 1 人 
 技術職員（教務職員を含む） 5 人 
 その他（技術補佐員等） 5 人 
 合計 33 人 
 

２ 教員の異動状況 

森  則夫 （教  授）  （平成 8 年 4 月 1 日 ～ 現職） 

中村和彦 （准教授）  （平成 14 年 7 月 1 日 ～ 現職） 

岩田泰秀 （講  師）  （平成 19 年 4 月 1 日 ～ 現職） 

髙貝 就 （講 師）  （平成 21 年 4 月 1 日 ～ 平成 23 年 12 月末日退職） 

竹林淳和 （助  教）  （平成 23 年 4 月 1 日 ～ 現職） 

和久田智靖 （助 教） （平成 21 年 4 月 1 日 ～ 現職） 

四戸敦子（助 教）   （平成 23 年 4 月 1 日 ～ 平成 24 年 3 月末退職） 

杉浦一平 （助 教）  （平成 23 年 4 月 1 日 ～ 平成 24 年 3 月末日退職） 

栗田大輔 （助 教）  （平成 23 年 4 月 1 日 ～ 現職） 

大城由紀子（医 員） （平成 23 年 4 月 1 日 ～ 平成 24 年 3 月 18 日退職） 

加藤康彦（医 員）   （平成 23 年 4 月 1 日 ～ 平成 24 年 3 月末日退職） 

青山美紗子 （医 員） （平成 24 年 1 月 1 日 ～ 現職） 

 

３ 研究業績                           数字は小数２位まで。 
 平成 23 年度 

（１）原著論文数（うち邦文のもの） 18 編   （0 編） 

    そのインパクトファクターの合計 78.49 
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（２）論文形式のプロシーディングズ数 2 編      

（３）総説数（うち邦文のもの） 1 編   （1 編） 

    そのインパクトファクターの合計 0.00 

（４）著書数（うち邦文のもの） 0 編   （0 編） 

（５）症例報告数（うち邦文のもの） 1 編   （0 編） 

そのインパクトファクターの合計 0.00 

（６）その他（レター等） 0 編    

そのインパクトファクターの合計 0.00 

(１) 原著論文（当該教室所属の者に下線） 

  Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの 

1. Thanseem I, Anitha A, Nakamura K, Suda S, Iwata K, Matsuzaki H, Ohtsubo M, Ueki T, Katayama 

T,Iwata Y, Suzuki K, Minoshima S, Mori N. Elevated transcription factor specificity protein 1 in 

autistic brains alters the expression of autism candidate genes. Biol Psychiatry.;71(5):410-8. 

2012 .[IF：8.674] 

2. Thanseem I, Nakamura K, Anitha A, Suda S, Yamada K, Iwayama Y, Toyota T, Tsujii M, Iwata Y, 

Suzuki K, Matsuzaki H, Iwata K, Sugiyama T, Yoshikawa T, Mori N. Association of transcription 

factor gene LMX1B with autism. PLoS One. 6(8):e23738.2011 Epub 2011 Aug 25. [IF：4.411] 

インパクトファクターの小計      ［ 13.085 ］ 

 

  Ｂ．筆頭著者が浜松医科大学の他教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

（学内の共同研究） 

1. Mori T, Tsuchiya KJ, Matsumoto K, Suzuki K, Mori N, Takei N; HBC Study Team. Psychosocial 

risk factors for postpartum depression and their relation to timing of onset: the Hamamatsu Birth 

Cohort (HBC) Study. J Affect Disord. 135(1-3):341-6. 2011 . [IF：3.740] 

2. Suzuki K, Matsuzaki H, Iwata K, Kameno Y, Shimmura C, Kawai S, Yoshihara Y, Wakuda T, 

Takebayashi K, Takagai S, Matsumoto K, Tsuchiya KJ, Iwata Y, Nakamura K, Tsujii M, Sugiyama T, 

Mori N. Plasma cytokine profiles in subjects with high-functioning autism spectrum disorders. 

PLoS One. 6(5):e20470.2011. Epub 2011 May 27. [IF：4.411] 

3. Suzuki K, Sugihara G, Ouchi Y, Nakamura K, Tsujii M, Futatsubashi M, Iwata Y, Tsuchiya KJ, 

Matsumoto K, Takebayashi K, Wakuda T, Yoshihara Y, Suda S, Kikuchi M, Takei N, Sugiyama T, Irie 

T, Mori N. Reduced acetylcholinesterase activity in the fusiform gyrus in adults with autism spectrum 

disorders. Arch Gen Psychiatry. ;68(3):306-13. 2011 [IF：10.782] 

4. Suzuki K, Sugihara G, Ouchi Y, Nakamura K, Futatsubashi M, Takebayashi K, Yoshihara Y, Omata K, 

Matsumoto K, Tsuchiya KJ, Iwata Y, Tsujii M, Sugiyama T, Mori N. Microglial activation in adults 

with autism spectrum disorders、Arch Gen Psychiatry (in press) 2012 [IF：10.782] 

5. Iwata K, Matsuzaki H, Miyachi T, Shimmura C, Suda S, Tsuchiya KJ, Matsumoto K, Suzuki K, Iwata 

Y, Nakamura K, Tsujii M, Sugiyama T, Sato K, Mori N. Investigation of the serum levels of anterior 

pituitary hormones in male children with autism. Mol Autism. 2011 ;2:16.［IF:0］ 
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6. Iwata K, Matsuzaki H, Manabe T, Mori N.Altering the expression balance of hnRNP C1 and C2 

changes the expression of myelination-related genes. Psychiatry Res. 30;190(2-3):364-6, 2011, 

[ IF：2.803] 

7. Iwata K, Matsuzaki H, Takei N, Manabe T, Mori N. Animal models of autism: an epigenetic and 

environmental viewpoint. Journal of Central Nervous System Disease. 2, 37-44, 2010, [ IF：0 ] 

8. Matsumoto K, Tsuchiya KJ, Itoh H, Kanayama N, Suda S, Matsuzaki H, Iwata Y, Suzuki K, 

Nakamura K, Mori N, Takei N; HBC Study Team. Age-specific 3-month cumulative incidence of 

postpartum depression: the Hamamatsu Birth Cohort (HBC) Study. J Affect Disord. 133(3):607-10. 

2011. [IF：3.740] 

9. Shimmura C, Suda S, Tsuchiya KJ, Hashimoto K, Ohno K, Matsuzaki H, Iwata K, Matsumoto K, 

Wakuda T, Kameno Y, Suzuki K, Tsujii M, Nakamura K, Takei N, Mori N. Alteration of plasma 

glutamate and glutamine levels in children with high-functioning autism.  PLoS One. 

6(10):e25340.2011 Epub 2011 Oct 5. [IF：4.411] 

インパクトファクターの小計      ［ 40.669 ］ 

 

  Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

1. Suda S, Iwata K, Shimmura C, Kameno Y, Anitha A, Thanseem I, Nakamura K, Matsuzaki H, 

Decreased expression of axon-guidance recept Tsuchiya KJ, Sugihara G, Iwata Y, Suzuki K, Koizumi 

K, Higashida H, Takei N, Mori N.ors in the anterior cingulate cortex in autism.  Mol 

Autism.;2(1):14.2011.［IF：0］ 

2. Kikuchi M, Hirosawa T, Yokokura M, Yagi S, Mori N, Yoshikawa E, Yoshihara Y, Sugihara G, 

Takebayashi K, Iwata Y, Suzuki K, Nakamura K, Ueki T, Minabe Y, Ouchi Y. Effects of brain 

amyloid deposition and reduced glucose metabolism on the default mode of brain function in normal 

aging. J Neurosci. 31(31):11193-9. 2011, [IF：7.271] 

3. Takata A, Kim SH, Ozaki N, Iwata N, Kunugi H, Inada T, Ujike H, Nakamura K, Mori N, Ahn YM, 

Joo EJ, Song JY, Kanba S, Yoshikawa T, Kim YS, Kato T. Association of ANK3 with bipolar disorder 

confirmed in East Asia.Am J Med Genet B Neuropsychiatr Genet. Apr;156B(3):312-5,2011. [IF：

4.156] 

4. Takahashi S, Tsuchiya KJ, Matsumoto K, Suzuki K, Mori N, Takei N; The HBC Study Team. 

Psychosocial Determinants of Mistimed and Unwanted Pregnancy: The Hamamatsu Birth Cohort 

(HBC) Study.Matern Child Health J. 2011 Sep 14. [Epub ahead of print]［IF:0］ 

5. Yokokura M, Mori N, Yagi S, Yoshikawa E, Kikuchi M, Yoshihara Y, Wakuda T, Sugihara G, 

Takebayashi K, Suda S, Iwata Y, Ueki T, Tsuchiya KJ, Suzuki K, Nakamura K, Ouchi Y: In vivo 

changes in microglial activation and amyloid deposits in brain regions with hypometabolism in 

Alzheimer's disease. Eur J Nucl Med Mol Imaging. 38(2):343-51, 2011. [IF: 5.036] 

6. Yamamoto S, Nishiyama S, Kawamata M, Ohba H, Wakuda T, Takei N, Tsukada H, Domino EF. 

Muscarinic Receptor Occupancy and Cognitive Impairment: A PET Study with [(11)C](+)3-MPB and 

Scopolamine in Conscious Monkeys. Neuropsychopharmacology. 36(7):1455-65, 2011 [IF: 6.685] 
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7. Kawakami C, Ohnishi M, Sugiyama T, Someki, F, Nakamura K, Tsujii, M. The risk factors for 

criminal behaviour in high-functioning autism spectrum disorders (HFASDs): A comparison of 

childhood adversities between individuals with HFASDs who exhibit criminal behaviour and those 

with HFASD and no criminal histories. Research in Autism Spectrum Disorders, 6: 949－957, 2011,

［IF: 1.586］ 

インパクトファクターの小計      ［ 24.734 ］ 

 

（２）論文形式のプロシーディングズ 

  Ｂ．筆頭著者が浜松医科大学の他教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

（学内の共同研究） 

1. 鈴木勝昭, 岩田泰秀, 須田史朗, 岩田圭子, 植木孝俊, 松崎秀夫 ： iPS細胞技術による統合失調

症特異的幹細胞の作出. 精神薬療研究年報 43: 45-47, 2011. 

 

（３）総  説 

  Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの 

1. 井上淳, 望月洋介, 大隅香苗, 岩田泰秀, 鈴木勝昭, 森則夫 ： 【強迫性障害の診断, 症状, 治

療について】 強迫性障害の森田療法による治療について. 脳21 14: 262-266, 2011. ［IF： 0 ］ 

インパクトファクターの小計      ［ 0.00  ］ 

 

  Ｂ．筆頭著者が浜松医科大学の他教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

（学内の共同研究） 

1. Matsuzaki H, Iwata K, Manabe T, Mori N：Triggers for autism: genetic and environmental factors.  

Journal of Central Nervous System Disease.4:1-10. 2012,IF=未定 

2. 鈴木勝昭 :中村和彦, 森則夫： 【注目の遺伝子】自閉症における脳内アセチルコリンエステ

ラーゼ活性の低下. 分子精神医学 11: 211-213, 2011. ［IF： 0 ］ 

インパクトファクターの小計      ［ 0.00 ］ 

 

４ 特許等の出願状況 
         平成 23 年度 

特許取得数（出願中含む） 3 件 

1. 登録番号：特許第 4834835 号 

出願名称：自閉症の診断薬 

発 明 者 ：森則夫，岩田泰秀，中村和彦，杉原玄一，橋本謙二，辻井正次 

出 願 人 ：国立大学法人 浜松医科大学 

登 録 日 ：平成 23 年 10 月 7 日 

 

2. 出願番号：特願 2011-192387 

出願名称：自閉症診断支援方法およびシステム並びに自閉症診断支援装置 
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発 明 者 ：森則夫, 鈴木勝昭, 土屋賢治, 新村千江, 桜井敬久, 徳谷恵樹 

出 願 人 ：国立大学法人 浜松医科大学 

出 願 日 ：平成 23 年 9 月 5 日 

 

3. 出願番号：特願 2012-063237 

出願名称：自閉症診断支援方法およびシステム並びに自閉症診断支援装置 

発 明 者 ：森則夫, 鈴木勝昭, 土屋賢治, 新村千江, 桜井敬久, 徳谷恵樹 

出 願 人 ：国立大学法人 浜松医科大学 

出 願 日 ：平成 24 年 3 月 21 日 

 

５ 医学研究費取得状況 
         平成 23 年度 

（１）文部科学省科学研究費  13 件   （2,062.6 万円）

（２）厚生労働科学研究費     3 件     （ 755.6 万円）

（３）他政府機関による研究助成            0 件     （ 0 万円）

（４）財団助成金            0 件     （ 0 万円）

（５）受託研究または共同研究             4 件     （12 万円）

（６）奨学寄附金その他（民間より）            0 件     （ 0 万円）

（１） 文部科学省科学研究費 

1. 森 則夫：文部科学省科学研究費 基盤 B(継続), 自閉症の生物学的早期診断法の開発に関す

る研究, H22-24 年度, H23 年度：480 万円（総額 1480 万円）, 学術振興会科研費 挑戦的萌芽

(新規),末梢血質量分析と臍帯出血性コホートの連携による自閉症診断マーカーの検

索,H23-24 年度：140 万円（総額 280 万円） 

2. 中村和彦：文部科学省科学研究費 基盤 B(新規),「脳画像解析とＣＮＶ解析の融合による孤

発性自閉症と家族性自閉症の病態解明」, H23-25 年度, H23 年度：570 万円（総額 1480 万円）  

3. 岩田泰秀：文部科学省科学研究費 基盤C(継続), ｢先端神経画像法を駆使したアルコール

性前頭葉傷害発生機構の解明｣, H22-24年度, H23年度：160万円（総額330万円） 

4. 髙貝 就：文部科学省科学研究費 基盤C(継続), ｢自閉症における記憶再構築障害とドパ

ミン放出との関連の脳画像的解析｣, H22-24年度, H23年度：100万円（総額330万円） 

5. 大城将也：文部科学省科学研究費 基盤C(継続), ｢In vivo cross-link法による治療抵抗性う

つ病関連蛋白質の検索｣, H22-24年度, H23年度：120万円（総額340万円） 

6. 和久田智靖：文部科学省科学研究費 基盤C(継続), ｢アルコール依存症者の中枢神経障害

に対する脳由来神経栄養因子遺伝子多型の関与｣, H22-24年度, H23年度：100万円（総額340

万円） 

7. 吉原雄二郎：文部科学省科学研究費 基盤C(継続), ｢成人自閉症の脳内グルタミン酸研究

－3T MRSを用いた検討｣, H22-24年度,H23年度：70万円（総額370万円） 

8. 藤田 梓：文部科学省科学研究費 基盤C(継続), 「前方視的研究による広汎性発達障害の

早期徴候と支援導入ポイントの検討」, H22-24年度, H23年度：110万円（総額340万円） 
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9. 後藤知子：文部科学省科学研究費 若手研究B(継続), 「バーチャルリアリティ・テストに

よる自閉症スペクトラムの感情認知計測と教育への対応」, H21-23年度, H23年度：326,017

円（総額320万円） 

10. 村木弘子：文部科学省科学研究費 若手研究B(継続), 「ブラジル系移民の乳幼児における

生育環境と認知機能の発達の疫学的関連探索研究」, H21～22年度, H22年度：120万円（総

額330万円） 

11. 望月洋介：文部科学省科学研究費 若手研究B(継続), ｢非定型の特徴を伴ううつ病に対す

る機能分析療法による強化認知療法の効果検討｣, H22-23年度, H23年度：90万円（総額210

万円) 

12. 亀野陽亮：文部科学省科学研究費 若手研究B(継続), 「CD34陽性細胞移植によるラット脳

内血管新生・神経新生、抗うつ効果の検討」,H22-23年度, H23年度：80万円（総額310万円） 

 

（２）厚生労働科学研究費 

1. 中村和彦：厚生労働科学研究費補助金（障害保健福祉総合研究事業）, 「成人期注意欠陥・

多動性障害の疫学、診断、治療法に関する研究」, H21-H23 年度, （H23-障害一般-006）, H23

年度：5,556,000 円（総額 19,556,000 円） 

2. 森 則夫（分担）：厚生労働科学研究費助成金（医療技術実用化総合研究事業）,「治療抵抗

性統合失調症に対する抑閑散の有用性と安全性に関する多施設共同二重盲検ランダム化比

較試験」,H22-24 年度,（H23-臨研推一般-012）,代表研究者：堀口淳（島根大学）,平成 22 年

度分担額 150 万円（H23 年度総額 6,240 万円） 

3. 岩田泰秀（分担）：厚生労働科学研究費助成金（障碍者対策総合研究事業（精神障害分野））

「治療抵抗性統合失調症に対する治療戦略のためのデータベース構築に関する研究」, 

H22-24 年度, （H23-精神-一般-010）,代表研究者：三國雅彦（群馬大学）,平成 23 年度分担額

50 万円（H23 年度総額 1,210 万円） 

   

 （５）受託研究または共同研究 

1. 受託研究（製造販売後調査等）442、クロザリル錠 25mg、100mg 特定使用成績調査、ノバ

ルティスファーマ㈱、平成 22 年 1 月 15 日～平成 25 年 12 月 31 日、森則夫、30 万円（4

年間で 815,100 円） 

2. 受託研究（製造販売後調査等）509、サインバルタカプセル長期使用に関する特定使用成

績調査、塩野義製薬㈱、平成 23 年 6 月～平成 25 年 6 月 30 日、森則夫、15 万円（2 年間

で 214,500） 

3. 受託研究（治験）510、JNS001（メチルフェニデート塩酸塩徐放錠）の成人注意欠陥／多

動性障害（AD/HD）患者を対象としたプラセボ対照二重盲検比較試験、ヤンセンファーマ

㈱、平成 23 年 6 月～平成 25 年 3 月 31 日、中村和彦、702,000 円（2,311,826 円） 

4. 受託研究（治験）511、JNS001（メチルフェニデート塩酸塩徐放錠）の成人注意欠陥／多

動性障害（AD/HD）患者を対象とした長期投与試験、ヤンセンファーマ㈱、平成 23 年 7

月～平成 25 年 12 月 31 日、中村和彦、396,000 円（1,612,853 円） 
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７ 学会活動 
 国際学会 国内学会 

（１）特別講演・招待講演回数      0 件       2 件 

（２）シンポジウム発表数      1 件      0 件 

（３）学会座長回数      0 件       4 件 

（４）学会開催回数      0 件      0 件 

（５）学会役員等回数      0 件      7 件 

（６）一般演題発表数      2 件   

（１）国際学会等開催・参加 

3）国際学会・会議等でのシンポジウム発表 

1. Positron Emission Tomography Informs Treatment Developments in Psychiatry Norio Mori (Japan), 

Genichi Sugihara (Japan), Dara Cannon (USA), Christoph Czermak (Austria) CINP Biennial 

International Congress 2010. Hong Kong, 6-10 June 2010.   

 

5）一般発表 

ポスター発表 

1. Nakamura K, Suzuki K , Sugihara G , Ouchi Y, Tsujii M, Iwata Y,Matsumoto K,Takebayashi 

K,Wakuda T,Yoshihara Y,Suda S,Kikuchi M, Takei N, Sugiyama T,and Mori N.: Reduced 

Acetylcolinesterase Activity In the Fusiform Gyrus In Adults Spectrum Disorders.IMFAR 

2011,May 12-14,2011,San Diego,USA. 

2. Matsuzaki H, Iwata K, Tsuchiya KJ, Itoh H, Mori N.：VLDL-specific hypolipidemia pattern in 

human subjects with autism and autistic rodent models. The 7th World Congress on Developmental 

Origins of Health and Disease, September 18-21, 2011, Portland, USA 

 

（２）国内学会の開催・参加 

2）学会における特別講演・招待講演 

1. 中村和彦：第 16 回グリア研究会、招待講演『自閉症の生物学的研究について（PET 他）』      

平成 23 年 10 月 22 日、名古屋市 

2. 中村和彦：第 52 回第 52 回日本児童青年精神医学会総会、教育講演『自閉症の生物学的研

究について：PET 画像研究他』、平成 23 年 11 月 10 日、徳島市 

 

       4）座長をした学会名 

1. 森 則夫：第 54 回日本神経化学会大会、平成 23 年 9 月 26 日－28 日 

     最先端医療科学学術シンポジウム 平成 24 年 3 月 17 日 

2. 中村和彦：第 107 回日本精神神経学会学術総会、平成 23 年 10 月 26 - 27 日 

3. 髙貝 就：第 170 回東海精神神経学会、平成 24 年 2 月 19 日 
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（３）役職についている国際・国内学会名とその役割 

森 則夫：日本脳科学会：理事長 

森 則夫：日本精神科救急学会：理事 

森 則夫：日本生物学的精神医学会：評議員 

中村和彦：日本アルコール薬物医学会：評議員 

中村和彦：日本児童青年精神医学会：評議員 

中村和彦：日本生物学的精神医学会：評議員 

中村和彦：日本脳科学会：評議員 

 

８ 学術雑誌の編集への貢献 
 国 内 外 国 

学術雑誌編集数（レフリー数は除く）      0 件      1 件 

（２）外国の学術雑誌の編集 

1. Molecular Autism 2011. Editorial Board. Mori N. [If :不明] 

  

（３）国内外の英文雑誌のレフリー 

1. Biological Psychiatry (USA), 2 回 

2. American J Med Genetics B (USA), 2 回 

3. Psychiatry Research (USA), 2 回 

4. Psychiatry and Clinical Neurosciences (Japan), 3 回 

 

９ 共同研究の実施状況 
         平成 23 年度 

（１）国際共同研究           1 件 

（２）国内共同研究           4 件 

（３）学内共同研究           3 件 

（１）国際共同研究 

1. 構造 MRI を用いた自動診断システムの開発、IoP (Institute of Psychiatry、ロンドン大学、

イギリス)、平成 21 年度～、国際共同研究 

 

（２）国内共同研究 

子どものこころに関する研究 

1. 理化学研究所（自閉症の臨床遺伝） 

2. 大阪大学（自閉症の臨床遺伝） 

3. 金沢大学（脳画像） 

4. 中京大学（免学研究 他） 
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 （３）学内共同研究 

1. 分子イメージング先端研究センターヒトイメージング、尾内康臣教授との PET 研究 

2. 解剖学講座、佐藤康二教授との自閉症モデル動物に関する研究 

3. 光量子医学研究センター光環境医学研究分野、簑島伸生教授との自閉症のチップ解析研

究 

 

10 産学共同研究 

         平成 23 年度 

産学共同研究 1 件 

1. 静岡大学と株式会社タイカとの eye track の共同研究を行っている。 

 

12 研究プロジェクト及びこの期間中の研究成果概要 

1. 自閉症の病態解明を PET 研究他で行った。 

   

13 この期間中の特筆すべき業績，新技術の開発 

1. 自閉症の早期診断法を開発した。 

   

14 研究の独創性，国際性，継続性，応用性 

1. 自閉症の PET 研究は独自のもので国際的に研究をリードしている。 

   

15 新聞，雑誌等による報道 

1. 「先端科学が迫る自閉症」、下野新聞、平成 23 年 6 月 10 日 

2. 106 回日本小児精神神経学会、テーマ「発達障害とアタッチメント障害」「親子支援ネットワーク」

シンポを企画 研究成果を実践に生かす試みを提示、教育医事新聞、平成 23 年 9 月 25 日 

3. 第 29 回日本感覚統合学会研究大会、『「感覚調整障害」もっと理解して』、教育医事新聞、平成

23 年 9 月 25 日 

4. 「児童精神科充実目指す」、中日新聞、平成 23 年 10 月 30 日 

5. 「成人の 2.1％ADHD」、中日新聞、平成 23 年 11 月 18 日 

6. 「発達障害の注意欠陥・多動性障害成人の 50 人に 1 人」、朝日新聞、平成 23 年 11 月 18 日 

7. 「注意欠陥多動性障害（ADHD）の成人期における潜在的な有病率 2.1％」、静岡新聞、平成 23 年

11 月 18 日 

8. 「自閉症における脳内アセチルコリンエステラーゼ活性の低下」、分子精神医学 vol.11  No.13 

2011  

9. 「診療態勢づくりが急務」、中日新聞、平成 24 年 1 月 31 日 
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